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Ⅰ 受付状況と傾向 

[６月の東京都消費生活総合センター受付分] 

６月の相談件数は 2,317 件で、対前月比 4.3％の増加、対前年同月比は 11.4％の増加であっ

た。 

商品・役務別分類では、第１位は「商品一般」、第２位は「賃貸アパート」、第３位は「健康食

品」となっている。 

商品・役務別の増加率の上位でみると、第５位の「医療サービス」（57.9％増）が大幅に増加

している。「ＳＮＳで見つけたクリニックに行き、カウンセラーから説明を受け、顔面の脂肪注

入とクマ取りの契約をした。医師は契約後に顔を少し出しただけだった。帰宅後、詳しく調べる

と危険を感じキャンセルをしたいと考えた。代金はクレジットカードで一括払いしたが、解約し

返金してもらえるか。」等といった相談が寄せられた。第３位の「健康食品」（39.2％増）も大き

く増加している。「ネット広告で見つけたダイエットサプリを、お試し価格 500 円と記載があっ

たので購入した。しばらく家を空けていて戻るとすでに商品が２回分届いており、定期購入の契

約になっていたと気付いた。定価になる２回目分の代金を支払いたくない。」等の相談が寄せら

れた。相談件数同数で第５位の「移動通信サービス」（36.4％増）も大きく増加している。「手持

ちのスマホの設定方法を教わりにショップに出向いたところ、勧められるまま最新スマホの購

入と携帯会社ブランドのクレジットカード契約をした。帰って考えてみると不要なので解約し

たい。」等の相談が寄せられた。  

架空・不当請求に関する相談は 99 件で、対前月比 16.1％の減少、対前年同月比は 20.7％の

増加であった。 

高齢者の相談は 716 件で、対前月比 1.8％の減少、対前年同月比では 24.7％の増加となった。 

若者の相談は 301 件で、対前月比 0.3％の減少、対前年同月比では 4.2％の増加となった。う

ち、令和４年４月から成年年齢引下げで、成人として扱われることになった 18 歳・19 歳の相談

は 32 件であり、対前月比 3.2％の増加、対前年同月比では 6.7％の増加となった。 

多重債務に関する相談は 27 件で、対前月比 12.9％の減少、対前年同月比では 35.0％の増加

であった。｢東京モデル｣を活用した件数は 2 件であった。 

 

１ 相談件数 <速報値> 

 
６月末現在 

 

２ 商品・役務別上位 10 位 <速報値> 
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注 1) ※は<上位キーワード>で集計したものである。 
注 2) ｢移動通信サービス｣は、携帯電話・ＰＨＳ等の移動通信及びそれらに付帯するサービスであり、 

<下位キーワード>の｢携帯電話サービス｣｢モバイルデータ通信｣を含む。 
注 3) ｢相談その他｣は、消費者問題以外の相談で、消費者運動・家庭管理・健康管理・相隣関係等に該当しない相談であり、 

<下位キーワード>の｢債権回収｣｢交通事故｣等を含む。 

 

３ 内容キーワード上位 10 位 <速報値> 

注) ※は<上位キーワード>で集計したもの。 

 

４ 架空・不当請求に関する相談件数                      <速報値> 

 
注) 内容キーワードに｢不当請求｣｢架空請求｣｢ワンクリック請求｣のいずれかを付与しているもの。 

 

５ 高齢者（60 歳以上）の相談件数 

(1) 受付件数                                    <速報値> 

 

 
(2) 商品・役務別上位５位                                  <速報値> 
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６ 若者（29 歳以下）の相談件数 
(1) 受付件数                                                       <速報値> 

 

 

(2) 商品・役務別上位５位                                  <速報値> 

 

 

７ 多重債務に関する相談件数 <速報値> 

 
 

 

 

  


